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第 3 回 ナショナリズムの象徴かそれとも犠牲者か 
――サッカーと旧ユーゴをめぐる紛争 
 今井 宏平 Kohei Imai  加藤 丈資 Takeshi Kato 





ーツはやはりサッカーだろう。ボール 1 つあれば 1 人でも練習できるし、2 人いれ
ば試合ができる。元々はイギリスの労働者階級のスポーツだったこともあり、庶民
スポーツの代名詞である。一方で、その庶民の熱狂が時に悲劇を生むことがある。 


















































所である。大学生の時に旧ユーゴスラビア難民支援の NGO に所属し、2 カ月程セル
ビアの首都ベオグラードに滞在した。元々国際協力に興味があった訳ではなく、他の
多くのサッカー少年と同様、妖精ストイコビッチ（名古屋グランパスに 1994 年から
2001 年にかけて選手として、2008 年から 2013 年まで監督として在籍した）の大フ
ァンであったためである。1999 年、ストイコビッチは試合中ゴール後に“NATO 



























































































































加藤丈資（かとうたけし）。アジア経済研究所開発スクール IDEAS 第 28 期生。2018
年 9 月よりリバプール大学大学院サッカー産業 MBA 修士コースに進学。 
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By Meihe Chen [CC-BY-SA-4.0 (https://creativecommons.org/licenses/by-
sa/4.0/deed.en)], via Wikimedia Commons.
 オシム
By Radiofabrik Community Media Association Salzburg - Flickr: Ivica Osim - SK
Sturm (1999) [CC BY 2.0  (https://creativecommons.org/licenses/by/2.0/deed.en)],
via Wikimedia Commons.
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4 NPS／PvH（オランダテレビ局）邦題：『引き裂かれたイレブン ～旧ユーゴのサ 
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